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英国における男女共学別学論の動向




































































































































































































































2. Not including biology, chemistry or physics. 
Source: Joint Council for Qualifications, National Provisional GCE A Level Results - June 2005, (All UK 
Chart 3.1: Participation and Performance at A-level
1
 in 2005 
Entries % A Grade Subject 
Female Male F/M Female Male F/M 
Computing 816 6,426 0.13 14.2 14.1 1.01 
Physics 6,197 21,922 0.28 34.2 27.0 1.27 
Other Science Subject2 1,188 3,226 0.37 19.5 21.5 0.91 
Further Maths 1,695 4,238 0.40 60.2 57.2 1.05 
Economics 5,730 11,895 0.48 35.1 29.0 1.21 
Sport/PE 7,594 12,532 0.61 18.8 9.0 2.09 
Maths 20,178 32,719 0.62 43.6 39.0 1.12 
Art and Design 27,931 12,523 2.23 30.7 24.3 1.26 
English 59,526 26,332 2.26 20.7 20.7 1.00 
Religious Studies 11,806 5,053 2.34 25.7 24.3 1.06 
Expressive Arts/Drama 13,321 5,079 2.62 17.4 14.1 1.23 
Psychology 37,237 12,798 2.91 20.0 11.4 1.75 
Sociology 20,189 6,528 3.09 20.1 15.0 1.34 
Home Economics 1,134 51 22.24 19.3 5.9 3.27 
















































































































































































































































































































































＊24 中井俊已監修（学研教育出版 2014年1月）女子向けが『小1ドリル HAPPY こくごさんすう』，男子
向けが『小1ドリル HEROES こくごさんすう』
＊25 かえつ有明中高等学校 2013年度から，中学1年生から高校1年生まで男女別学級授業を実施する
ことを謳っている。
http:/www.ariake.kaetsu.ac.jp/outline/betsugaku.html（2013年12月30日参照）
＊26 内閣府『男女共同参画白書 平成25年版』第1－7－2図「高等教育在学率の国際比較」
http:/www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h25/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-07-02.html
（2013年12月30日参照）
＊27 WorldEconomicForumの ・TheGlobalGenderGapReport2013・（2013年10月）では，日本は136
ヶ国中105位であった。ここで示されたのは，経済政治領域でのジェンダー格差の大きさであったが，
そのような領域への進出に結びつかない学校教育の質も問われているであろう。
＊28 教育内容については，学習指導要領と教科書検定制度の問題がある。やや古いが，鶴田敦子『家庭科が狙
われている 検定不合格の裏に』（朝日新聞社 2004年）では，家庭科での「教科書問題」が指摘されている。
国の進める政策に沿う家族像や男女の役割論に従う記述ではなく，生徒自身が考え自らの生き方を切り開
く力を持てるような教科書が書かれるよう，教科書執筆を含めた教育と学習の自由を確保する制度が必要
である。
（ともの きよふみ 総合教育センター）
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